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研究成果の概要（和文）：これまで異文化接触場面の研究は数多くなされてきたが、観光における異文化接触場
面はほとんど研究対象とされてこなかった。本研究は日本が外客4000万人時代を迎え、観光立国を目指すなか、
外国人ゲストと日本人ホストを含む観光接触場面のコミュニケーションと日本語の役割を分析するものである。
そして、観光資源としての日本語と観光接触場面でのオモテナシ及びポライトネスのあり方を見直そうとすもの
である。分析の結果、観光接触場面における日本人ホストによる有効なツーリスト･トークの特徴を見いだすこ
とができた。また、同時に英語だけではなくやさしい日本語使用による『観光のためのやさしい日本語』の開発
も試みた。

研究成果の概要（英文）：Although lots of the researches of contact situations have be conducted so 
far, few researches of tourists contact situations which include foreign visitors and Japanese hosts
 have been conducted. As Japan face now new era of 40 million tourists and aim at a tourism nation, 
we need to analyze communication in tourist contact situations and the role of Japanese. Further, we
 need to re-consider Japanese as a resource of tourism, omotenashi(Japanese hospitality) and 
politeness.The analysis gives many features of valuable tourist-talk by Japanese hosts for tourist 
contact situations. Furthermore, we tried to develop the use of yasashii(easy,kiind) Japanese for 
foreign visitors rather than only use of English.
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１．研究開始当初の背景 
研究開始年の 2015 年は外国人観光客が

1973万人と過去最高となった年であった。
最終年の 2017 年も 2869 万人となってお
り、3年連続最高記録を更新し続けている。
この傾向は 2018 年現在も変わっていない。
同時に 2015 年は外国人観光客と日本人ホ
ストのコミュニケーションが観光資源と
しても重要なものであると認識され始め
た時期でもあり、この傾向は外国人観光客
増加とともに増大している。 

 
２．研究の目的 
⑴増加する外国人観光客と日本人ホストと
の異文化コミュニケーションの点火とそ
の質の改善を最終目標とし、そのツールの
一つとしての日本語を考察することを目
的の一つとした。また、観光接触場面にお
ける外国人観光客へのおもてなしを『オモ
テナシ』とし、それが母語場面とは異なる
ことを明らかにしようとした。 

 
⑵また、外国人観光客受け入れに成功してい
る各地の宿泊施設における調査により、そ
こでのコミュケーションの特徴を分析し、
その特徴をもとにした日本語による会話
スタイルの開発をもう一つの目的とした。
また、後に述べるように「やさしい日本語
ツーリズム研究会」に参加することにより、
観光における日本語を「やさしい日本語」
として明示化することに努めることも目
的の一つとした。 

 
３．研究の方法 
⑴実際の会話をデータとして採取すること
ができないため、参与観察とインターアク
ション・インタビューの手法を用い、具体
的な会話場面を想起してもらった。インタ
ーアクション･インタビューとは宿泊施設
の中に散在する具体的なものの存在（例え
ば、写真やはり紙、置物など）から以前生
起したコミュニケーションを思いだして
もらう方法であり、この方法によりさまざ
まな具体的なコミュニケーション場面を
語ってもらうことができた。 

 
⑵また、上で得られたデータを言語管理理論、
ポライトネス理論を用いて分析を行った。
言語管理理論とは当該インターアクショ
ンに言語的、社会言語的、社会文化的な規
範の存在を仮定し、そこからの逸脱と留意、
また留意の否定的評価、否定的評価された
逸脱に対する調整行動といった一連の管
理プロセスをもとに接触場面に存在する
規範にはどんなものがあるのか、また、ど
のような解決行動がとられているかなど

を分析し、説明する理論である。 
 
４．研究成果 
⑴まず、外国人観光客受け入れを実践し、成
功している宿泊施設でのコミュニケ—ショ
ンの特徴として次のようなツーリスト・ト
ークの存在が分かった。 
A) 事前調整ではなく、何かあったときにコ
ミュニケ—ションをより活性化する事後
調整コミュニケーションの活性化 

B) 客と宿という上下関係を基盤としたコ
ミュニケーションではなく、横の関係を
基礎とした人—人関係のコミュにケーシ
ョンの活性化 

C) コミュニケーション・ストラテジーの多
様化 

D) 会話量の増大    
E) 英語使用規範と日本語非使用規範の活
性化：この二つの規範が、多くの日本の
宿泊施設には存在するため、英語ができ
なければ受入れができないと考える日
本人ホストが多い。このことが外国人観
光客の増加にもかかわらず、それに接す
る日本人ホストが限定されている原因
の一つとなっていた。 
             他 
 

⑵産学連携事業「やさしい日本語ツーリズム
研究会」に所属し(2017年は代表)、本科研
事業で得られたツーリスト・トークの特徴
とやさしい日本語を融合した『観光のため
のやさしい日本語』のあり方について考察
した。その言語使用をもとにした観光接触
場面でのコミュニケーション方法を、地方
自治体、旅館、店舗などで使用する計画を
たてた。また、これらをもとにして各地で
英語ができないという理由で外国人観光
客受け入れを躊躇する人たちの背中を押
すため、観光のためのやさしい日本語使用
の書籍出版を計画した。本書籍に関しては
２０１９年度出版予定となっている。 
またその他、北海道美唄市、神奈川県箱
根町の旅館、大分県湯布院の旅館等、複数
の地域と旅館、または観光関連業者、Web
マガジンと協力して、「やさしい日本語ツ
ーリズム」を拡げるための書籍も計画をし
ており、その準備段階にある。 
以上のように、2018 年度からの新たな
科研において、それらのプランを実践に繋
げようとしている。 

 
  以下の図は2015年〜2017年までの科研
での研究内容と、それらをもとにして行わ
れた実践活動を簡単に整理したものとな
っている。 
  



図 1 本研究の研究内容と実践活動 
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